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困
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国
民
投
票
の
実
施
は
福

逆
に
有
権
者
を
投
票
に
走

＋
ニ
オ

島
第

一
原
発
事
故
の
前
に

ら
せ
た
」
と
分
析
す
る
。

二
日
朝

決
ま

っ
て
い
た
が
、
事
故

　

今
回
の
国
民
投
票
で
は

人
気
予

の
影
響
か
ら
原
発
推
進
派

原
発
再
開
の
ほ
か
、
首
相

］幸疇時一抑一̈「̈　”嚇　［一赫け曇智̈一｝̈
］一中一『と「定卸̈̈
一裁一中舞翡］善̈中̈

立
し
た
。
背
景
に
は
、
同
　
キ
ハ
　
分
か
る
が
、
い
つ
も
な
・り
自
分
は
棄
権
す
る
と
宣

二蜃
ｐ
晶
駅
聟
禦
た。
成
立

中̈”̈一̈峰一一峰　刹中　番ら「崚特』峰常な響」“臨一一す̈疇抑̈̈
一一は一̈猜一い一嚇一

い
「
ベ
ル
ル
ス

海
の
家
で
は

「
投
票
を
済

免
責
の
特
権
を
失
う
の
は

相
に
遠

慮

し

ま
せ
て
き
た
人
は
無
料
」

必
至
。
二
〇

一
三
年
総
選

一思
え
な
か

っ

と
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
　

挙
に
向
け
て
首
相
に
は
大

首
相
に
対
抗
す
る
動
き
も

き
な
痛
手
と
な
る
「

推
進
国
に
も
影

Ｅ
Ｕ
安
全
強
化
策

難
航
か

【
ロ
ン
ド
ン
ーー
松
井
学
】
全
廃
し
た
原
発
復
活
の
是
非
を
問
う
イ

タ
リ
ア
の
国
民
投
票
で
十
三
日
、
原
発
反
対
派
の
勝
利
が
決
ま
り
、

福
島
第

一
原
発
の
事
故
を
受
け
て
欧
州
で
広
が
る

「脱
原
発
」
の
動

き
に
も
弾
み
が
つ
き
そ
う
だ
。
欧
州
で
は
原
発
推
進
の
フ
ラ
ン
ス
を

筆
頭
に
脱
原
発
の
足
並
み
が
簡
単
に
は
そ
ろ
わ
な
い
の
が
現
実
だ

が
、
被
災
国
の
日
本
以
上
に
危
機
感
は
強
い
。一∫

８
日
↑
口
一■
マ
で
開
か
れ
た
記
者

翁
婚
一ｒ講
捕

ド
イ
ツ
国
境
に
あ
る
フ

ラ
ン
ス

・
ア
ル
ザ
ス
地
方

の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
ｂ

市
議
会
が
四
月
、
同
地
方

に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
最
古
の

フ

ェ
ツ
セ
ン
ハ
イ
ム
原
発

の
開
鎖
を
求
め
る
動
議
を

可
決
し
た
。
ホ
テ
ル
従
業

員
ド
ミ

ニ
ク
さ
ん
の
こ
は

「
脱
原
発

へ
向
か
う
ド
イ

ツ
の
危
機
意
識
は
陸
続
き

の
フ
ラ
ン
ス
に
も
伝
わ

っ

て
い
る
」
と
話
す
。

ド
イ
ツ
政
府
は
今
月
六

日
、
福
島
第

一
原
発
事
故

を
受
け
、
二
〇

三
二
年
ま

で
に
国
内
原
発
十
七
基
を

す
べ
て
停
止
す
る
改
正
原

子
力
法
案
な
ど
を
閣
議
決

定

し

た
。

主

要

国

（
Ｇ

８
）
で
の
脱
原
発
決
定
は

初
め
て
で
、
イ
ク
リ
ア
の

国
民
投
票
に
も
影
響
を
与

え
た
と
み
ら
れ
る
。

電
力
の
約
四
割
を
原
子

力
で
ま
か
な
う
ス
イ
ス
で

も
、
政
府
が
三
四
年
ま
で

に
す
べ
て
の
原
発
の
運
転

停
止
を
決
め
て
い
る
。

い
ず
れ
の
国
で
も
政
治

家

が

長

期

的

な

「
脱

原

発
」
構
想
を
打
ち
出
し
、
電

力
会
社

へ
の
補
償
な
ど
具

体
的
な
議
論
は
後
か
ら
詰

め
る
た
め
、
日
本
に
比
べ

て
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
る
。

欧
州
で
は
十
五
カ
国
で

百
四
十
八
基
の
原
発
が
稼

働
す
る
。
脱
原
発
の
動
き

に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
自

国
の
核
戦
略
や
原
子
力
産

業
を
守
る
観
点
か
ら
原
発

推
進
の
姿
勢
を
崩
し
て

い

な

い
。

欧

州

連

合

（
Ｅ

Ｕ
）
は
、
既
存
の
原
発
の広

が

っ
た
。
イ
タ
リ
ア
紙

コ
リ

エ
レ

・
デ
ラ

・
セ
ラ

は

「
首
相
の
呼
び
掛
け
が

安
全
性
基
準
強
化
を
検
討

す
る
考
え
だ
が
、
推
進
派

か
ら
脱
原
発
派
ま
で
国
ご

と
に
ば
ら
ば
ら
な
現
状
か

ら
難
航
が
見
込
ま
れ
る
。


